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　　　　　新型インフルエンザの県内発生期における対応について（通知）

　７月１日に県内で初めての新型インフルエンザの患者が発生して以降、７月９日まで８例の患者が確認されていますが、県としては、６月１９日に示された、厚生労働省の「医療の確保、検疫、学校・保育施設等の臨時休業の要請等に関する運用指針（改定版）」（以下、「運用指針（改定版）」という。）のもと対応を行っているところです。
この運用指針（改定版）を受けて、厚生労働省関係課からは、事務連絡「新型インフルエンザの発生に対する社会福祉施設等の対応について【更新】」（平成２１年６月１９日付け）が通知されていますが、これらを踏まえ、「県内発生期」における社会福祉施設等への臨時休業の要請について、下記のとおり方針を再改定するとともに、家族等の面会について柔軟な対応をとることとしましたので、御了知の上御協力をよろしくお願いします。
なお、施設・事業所内で、利用者・職員に患者（疑い者含む）が発生した場合の対応については、「社会福祉施設等対応マニュアル」及び「社会福祉施設等対応ガイドライン〔暫定版〕」では、発熱相談センターへ相談し、発熱外来を受診するようなっていますが、７月１０日からは、原則として、全ての一般医療機関においての受診が可能となったことから、受診する医療機関がわからない場合は最寄りの保健所等の発熱相談センターに、嘱託医やかかりつけ医がいる場合は嘱託医やかかりつけ医に相談し、一般医療機関を受診するよう、適宜の助言、情報提供をお願いします。

また、厚生労働省関係課から、事務連絡「社会福祉施設等における新型インフルエンザに係るクラスター（集団発生）サーベイランスの協力について」（平成２１年６月３０日付け）の通知があり、社会福祉施設等の施設長等による保健所への迅速な連絡及び協力が求められています。県としても、社会福祉施設等のサーベイランスについては、別紙【参考】の流れのとおり対応することとしましたので、施設内での新型インフルエンザ様症状を有する者の集団発生（クラスター）時の連絡に御協力ください。
おって、このサーベイランスの流れについて、御不明の点があれば、管轄の保健所へお問い合わせください。
記

1． 臨時休業の要請に係る再改定の概要

（１）臨時休業の範囲の地域区分をなくしたこと
（２）患者の発生は、基本的に通所サービスに通う利用者等を想定していること
（３）臨時休業の解除要請及び解除後の患者発生に係る臨時休業の要請について削除したこと
２．「『県内発生期』における社会福祉施設等への臨時休業の要請について」（再改定版）

　　－別紙のとおり
３．家族等の面会について
　　当該施設や近辺に患者が発生している場合や、家族等又は近辺の居住者にインフルエンザ様症状を有する者がいる場合を除き、禁止や自粛を要請しない。
※「運用指針（改定版）」並びに厚生労働省関係課からの事務連絡「新型インフルエンザの発生に対する社会福祉施設等の対応について【更新】」（平成２１年６月１９日付け）及び「社会福祉施設等における新型インフルエンザに係るクラスター（集団発生）サーベイランスの協力について」（平成２１年６月３０日付け）は、次の厚生労働省ホームページを参照してください。

　　　アドレス：http://www.mhlw.go.jp/kinkyu/kenkou/influenza/index.html
　

　　　　

新型インフルエンザ関連（緊急・重要）





《県健康福祉部の担当課》


○老人福祉施設・介護保険施設、事業所：高齢者福祉課


（電話　0852－22－5204　FAX　0852－22－5238）


○障害児・者施設、事業所：障害者福祉課


（電話　0852－22－5239　FAX　0852－22－6687）


○児童福祉施設：青少年家庭課　（電話　0852－22－5645　FAX　0852－22－6045）


○救護施設・社会事業授産施設：地域福祉課


（電話　0852－22－5234　FAX　0852－22－5448）








